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表 紙 の 説 明

銀河団 A3528の CCD画像

1970年代後半から天文学に利用されはじめた CCD(電荷結合素子)は,それまで一

世紀にもわたって不動の地位を占めてきた写真乾板に代って,一挙に可視光天文学にお

ける検出器の王座についた。最大の原因はCCDの 高い量子効率 (感度)にある。写真

の等価量子効率が 1%程度であるのに対し,CCDの量子効率は最高で 80%に も達する。

これは望遠鏡口径が約 10倍 になったことに相当する。実際 80年代の可視光天文学の大

きな発展は,望遠鏡の能力というより検出器の進歩によりもたらされたものである。

CCDの最大の弱点はサイズである。全天をくまなく覆い尽 くすサーベイ観測用の大

型写真乾板のサイズは 36 cm角 あるのに対し,CCDは 約 l cm角である。感度は 100倍近

いが面積が 1000分の 1以下のため,CCDに よる全天観測はまだ実現していない。

ごく最近になってCCDの大型化が急速に進んだ。表紙写真は,2048× 2048画素の

CCD(1画素 15μm,3.l cln角)で撮影 したものである。使用 した望遠鏡は口径僅か

0.9mな がら,約 5億光年彼方の銀河団の姿が見事にとらえられている。

我々は,ア メリカのプリンス トン大学他 4機関の研究者 と協力して,5 cln角 の大型

CCDを 30個並べたモザイクCCDカ メラ (下図)を開発 し,専用の 2.5m望遠鏡に装

着して 1億個の銀河を観測し,そのうち 100万個の距離を測って宇宙地図を作製するプ

ロジェクト (デ ィジタルスカイサーベイ計画)を進めている。 (写真はパチンスキー・

プリンス トン大学教授,下図は関口真木国立天文台助手による)

岡村定矩 (天文学教室)
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「真理はかならず役に立つ !」 か ?

理学部にいた頃,こ の表題の,高橋秀俊先生の

名言をいろいろなところで言ったり書いたりして

きた (た とえば理学部広報 Vol.29,Ml(1988))。

もし停年後もやはり大学という,短期の業績評価

には甘いところに居続けていたら、同じ事の言い

放しで万事無事に終った筈である。ところが,幸
か不幸か今いるところは,企業が困っている難問

を解決することを看板にしている財団法人の研究

所である。企業は“役に立たせたい"こ とを当然

持ち込んでくる。

ところが表題の名言は,何年後に役に立つとい

うことは明確に言っていない。

本当をいえば,“ いずれは役に立つ"と して置

けば良かったのだが,それではパンチが効かない

からそうしなかったのが運の尽きである。要求は,

十年後になどという悠長なものではなく,本音を

いわせれば,来週にでもと来そうである。その代

わり,必要とする経費や装置は明日にでも手に入

りそうである。科研費など国が出す研究費とは大

違いで,本当は足して二で害1り たい感じだ。諺に

「月を思うものは花を育て,年を思うものは樹を

育て,代を思うものは人を育てる」とあるが,代
を思っていたところからいきなり花にきてしまっ

たのだから面食らうわけである。ここで下手をす

れば「理学部の連中はキレイ事は言うが実際には

なにもできない」ということになり,高橋先生や

理学部に大変なご迷惑をかけることになりかねな

い, と悩んだわけであるが, ここで,チ ョット待

てよと考えた。

花だつて月の単位でいきなりなくなってしまう

わけではない。子孫を残し次々と改良されながら

代に及ぶわけである, と,こ う考えるのが生物物

理を勉強した強みである。研究だって月の単位で

区切 りを付けながら連続したサイクルとして回し,

より良い成果へとラセン階段を上がっていけばい

いではないか。純粋科学で立派な業績をあげ,代
に及んで研究者を育てながら,企業が満足するよ

うなきれいな花を次々と咲かせて行 く方策もあろ

うというものである。H.A=ロ ーレンツがオラン

グのゾイデル海の水利事業を成功させた例だって

あるではないか ! それには,い ま居る研究所は

ぴったりなので,後は研究戦略の問題だ。ここで

具体的にお話したほうがよいと思うので,以下細

かい話になり,ま た手前味噌となることをお許し

願いたい。

企業から持ち込まれた課題は,すでに市販され

ているアスパルテールという人口甘味料の工業的

な合成に使われている酸素,サーモライシンの改

良である。改良すべき点は,酸素活性の上昇,至

適 pHの シフト,熱安定性の上昇,お よび反応特

異性の改変である。聞くところによると,千 トン

規模のプラントが稼働 しており,反応時間が数分

の一にでもなればン億円ということらしい。企業

の力も入ろうというものであるが, こちらの力は

お金だけでは出てこない。我々の研究意欲は,新
しいコンセプトに基礎をおいて構築した独倉」的な

研究シナリオを実行できることで始めて湧いて来

る。また,その成果が新しい自然法則の解明につ

ながり,それによって他の研究の基礎 となるもの

でないと食欲をそそらない。そこで産・学両者が

等しく元気を出すために,以下のような理学的な

ス トラテジーを立てた。

まずこの問題は,酵素活性の本質が判らなけれ

ば解けない。それは,酵素の分子構造～分子物性～

生物活性の相関を明らかにすることである。これ

和  田 日召 允
(箱様:匡睦乳化ξЪ干:先琴;)
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らをつなぐものは,生体高分子物理学の諸法則で

あり,研究内容は理学部物理学教室時代に掲げて

いた看板 と同じだ。事実,物理教室の年次報告の

生物物理の冒頭に私は“われわれの興味は,生命

現象の中にある物理法則による東縛 と,生命維持

による要請からくる東縛 との複雑な絡み合いをほ

ぐしながら,生物が生きるために分子物性ひいて

は物理法貝Jを どの様にうまく利用 しているかを見

て行 くことである。「自然の生物設詳原理」の解

明を目指しているということである。"と いつも

書いてきたし,我々の実力は世界最高水準にある

と信じている。幸い,相模中央化学研究所には,

物理教室での最後の研究室メンバーの一部が移つ

ており,戦力は温存されている (も っとも、これ

が言い訳の効かない辛いところでもあるが)。 そ

こで,こ の問題に真正面から挑戦するために,充

分な自信を持って次の大看板を掲げた。曰 く,

「蛋白質工学の基盤技術の開発」。

では,蛋白質工学が工学であるための基本条件

は作丁か ?

それは,デザイン→合成→物性評価→生物活性評

価→そしてデザインというサイクルをスムーズに

回し,目的とする機能を開発して行 くことである。

ここで,デザインは数値に基づいたものでなけれ

ばならない。よく行われているように,高価な分

子グラフィックスの装置やソフトを持ちながら,

画面を見た後は全部人間 “感"ピ ユーターという

のは,全 く無駄とはいわないが,エ ンジエアリン

グにはならず、成果向上のラセン階段を上がるこ

とが出来ない。なぜかというと,前記の 1サイク

ルの結果を次のデザインに生かすために必要不可

欠なデータベースが出来ないからである。また,

デザインが説明不能な感に頼っているというので

は,合成と評価グループの信頼を獲得することが

難しく,チームメイ トである彼らに元気を出して

もらえない。

ここで,上記サイクルの1貝調な回転 という点か

らいうと,合成が律速段階となりそうだった。酵

素の持つアミノ酸を次々と変えて行 く遺伝子工学

の技術をわれわれは持っていない。たとえ持って

いたとしても,物性 と生物活性評価に使えるほど

の量を次々と合成する設備はない。この問題は,

幸い,我々が委託を受けた企業の遺伝子工学の強

力な部隊が協力してくれる事になって解決された

:近未来の利益に直接結び付 くからである。あと

残るのは,合成された変異体の,迅速で多次元的,

かつ定量的で精密な評価だが,こ れは,コ ンピュー

ターとロボテイクスを駆使した多情報収集の精密

計演1と ,その結果を分子生物物理学的に整理して

データーベースを構築することで,我々のお家藝

だから問題ない。ここで上記の酵素工学のサイク

ルを,研究者 と技術者が協力して順調に回す基礎

が確立した。一方,純粋理学研究の部分をいち早

く学会発表することも企業との間で了解が得られ,

ここに純粋・応用の両輪がうまく回り始めたわけ

である。

現在,前記の蛋白質工学のサイクルは 5回回転

し,ア ミノ酸が置換された百に近い数の変異体が

得られている。サイクル毎に精密計測の結果が蓄

積される一方,理論計算によって静電ポンテンシャ

ル,分子の内部自由度等の精密な分布図が描け,

分子物性の予測がされた。これらの実験 と理論の

比較によって,モデルの修正と新しいデザイン方

針が立てられ次々とサイクルが回つてきた。

それによって,酵素活性 と至適 pHは ,一応初

期の目的を達するまでに大幅に改善された。そし

て何よりも,酸素の分子生物物理的本質,つ まり

自然が物理法則を有効に使うための設計指針がシ

ステマティックに判って来たのである。いまや私

は「真理は必ず役に立つ」という確信を深めている。

最近,基礎研究の振興が大声で叫ばれている。

しかし,基礎研究の内容の検討もなく,ス レ違い

の議論に終始することが多い。というのは,企業

のいわれる基礎は応用の基礎であって,自然の諸

現象の観測,一般法則の解明などの理学部的な基

礎ではないからである。さらに問題 と思われるの

は,戦時中に大和魂が大事だといわれていたと丁

度同じレベルの議論が結構あることだ。この様な
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精神論は論外 としても,基礎と応用という分類は

相対的な分け方であり,理学の重要性を説 くため

のキーワー ドとしては適当でないと私は思ってい

る。どうしても使 うのなら,上田良二先生 (名古

屋大学名誉教授)の言われるように,応用研究に

対しては純粋研究があり,そのそれぞれに基礎研

究から末槍研究まであるとすべきだろう。しかし,

私はやはり,自然科学の研究の基礎構造である帰

納的研究と演繹的研究のふたつを基準 とし,あ る

研究がこれらの軸上のどの辺 りにあるかを位置づ

けたうえで (理学部における研究はこの軸上に広

く分布 しているのが特徴である),研究が及ぼす

影響の違いによって純粋/応用を分け,どれだけ

多 くの関連研究の基盤になるかで基礎か末槍かを

決めるべきだと思う。つまり,自然を観察し,整
理し,一般法則を見いだして行 く方向と,一般法

則から個々の命題を明らかにして行 く方向の二つ

を基本構造 と考える。かって,基礎研究と応用研

究は峻別すべきであると言ったお役人にあって,

仰天した覚えがあるが,その程度の理解で日本の

科学技術を論じられたのではたまらない。科学研

究の微細構造の論議なしにその振興を説 くのは有

害でさえある。

基礎 。応用の分類では知識の流れが一方向と理

解されがちであり,わが国の研究が諸外国に非難

されるのもぞのためではないだろうか。一方,帰

納 。演繹の分類では,流れは両方向であり,理学

研究の本質を表している。我々が基本に据えた前

記の蛋白質工学のサイクルは,帰納・演繹のサイ

クルに他ならず,基礎 。応用のサイクルでないこ

と,そ して,上記の我々の研究は純粋・応用合体

研究であることをここで主張しておきたい。

以上私が報告したいことをまとめると,「真理

は必ず役に立つJ,た だし「すぐに役立たせるた

めには,純粋・応用両者の相互理解と協力が必要」

ということである。さらに帰納・演繹のサイクル

を意識 して構築 したために,「役に立たせる程度

でさらに真理が見えてくる」ことも実感された。

理学部の皆さんが求めている真理を基礎 として,

たまには世俗的な夢も見るときの何かの御参考に

なればと 筆を取つた次第である。

“Life is the art of drawing sufficiel■tconclusions

from insufficient prenlises"

Samuel Butler “Note book"
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評議員に就任 して

岩 槻 邦 男

学院で形式的にも落ち着いたかたちが整うように

し,理学院の研究教育に力となる組織とする必要

があります。

理学部 1号館の改築と理学部の集中化の構想は,

本郷キャンパス全体の再配置とも深 く関わること

になります。このような問題は,本郷の外に居住

域をもっておりますと,何 となく発言を控えがち

になるものですが,考えようによっては直接の利

害関係の乏しい立場から,公平な判断ができるよ

うな点もあるかもしれません。中期的,長期的な

理学院の将来に向けて,当事者の当面の利害だけ

で大計を見落 とすことがないように,積極的に間

題の検討に参画していきたいと思います。

理学に関わる研究教育環境の改善は,理学院へ

の転換のように具体的な成果を上げつつあるもの

もありますが,ま だまだ厳しい状況にあります。

理学院の現状を正しく訴え,必要な手当てを得ら

れるようにするための学部長を先頭 とするさまざ

まな取 り組みに, これまで以上に積極的に参画し

ていかなければならないと思っています。

1993年 8～9月 に,第 15回 国際植物科学会議

が日本で開かれることになっております。基礎生

物学の分野では最大の国際会議で,6年に 1度 と

いうこともあって,今回も4,000人 規模の参加が

見こまれています。大きな国際会議が日本で開催

されることが多 くなりましたが,東京大学理学部

の関係者がこのような場合に中核的な役割を荷う

機会はこれからますます増えることと思われます。

研究の推進のために,こ のような機会をもつこと

は意義のあることですが,そのために若手研究者

や職員に負担のかかることも少なくありません。

国内の学会活動への貢献にしても然 りです。この

ような問題について,何 らかの支援体制を育てる
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本拠が本郷キャンパスを離れていますと,`本

郷へ出かける'と いう感覚をもちますので,学部

のいろいろの役を仰せつかっても,何 となく外側

から協力しているといった印象をもっていたこと

を否むことができません。だから,評議員に選ば

れてさまざまな義務を被るようになることは考え

てもいませんでした。それで,外国出張で欠席し

ていた教授会の結果を知らせていただいた時も,

すぐには事情がのみ込めないような有様でした。

しかし,考えてみれば,本郷キャンパスに居住し

ているかどうかは,理学部に対する責任の大きさ

については変わるはずはないのですから,企画委

員会委員に選出されていたように,評議員に選ば

れたらそれに応じて努力をするのが当然なのだと

少し遅れて覚悟を定めたような次第です。

理学部から理学院への移行は次年度で大筋が完

成しそうな状況です。しかし,移行に伴う問題で

残されているものも少なくありません。私の所属

する植物園のような附属の施設・センターの位置

づけもその 1つです。現在のところ,私は理学院

の専担教官で,植物園そのものは理学部に附属し

ているという奇妙な状況に置かれています。附属

の施設・センターは所管の部局が文部省内でもさ

まざまであるように,様態が多様です。新しい理

●



ことが考えられないものでしょうか。4,000人規

模はとも角として,数百人規模の国際学会も大学

の構内では受け入れることができないとは,日本

を代表する大学としては残念なことだと思います。

この稿は現実ばなれをしたことに踏み込むこと

を期待されているものではないかもしれません。

今の学部 (大学院研究科)の執行部に求められて

いることは,当面の実務に対応することのようで

す。現実におわれ′ていることは残念なことではあ

りますが,それには即刻の対応が迫られているか

らです。当面の課題に向かいながら,大学がもっ

と夢のみられるところになればと期待しています。

いろいろとご指導をお願いいたします。

《新任教官紹介》

地球における物質移動および化学反応の速度論と物質循環

中 嶋  悟 (地質学教室)

私の主要な研究テーマは,地球惑星構成物質の

非破壊状態分析法としての分光測色法,顕微可視・

赤外分光法の開発 と,こ の方法を用いての岩石一

水相互作用の反応経路の研究,シ ミュレーション

実験によるその速度論的研究,さ らに岩石・堆積

物中の物質移動経路 と速度の研究,そ してこれら

を総合して,地球惑星における物質循環特に水,

有機物,鉄,ウ ラン等の重金属の地球化学サイク

ルを定量化することである。

私は,学生及び大学院生時代には,カ ナダ盾状

地変成岩地域でのウランの挙動の野外地質調査及

び室内実験による研究を行った。野外調査はカナ

ダ・サスカチェワン州北西端の北緯 60度の無人

地域で,湖畔のテントを基地 として,ウ ラン探査

と地層や岩石の観察と記載を合計 3ヶ 月行った。

この時,日 本人は他に1-2名で,あ とはカナダ・

アメリカ人が 10名位いた。時には,日本人が自

分 1人だけの時期 もあった。カナダ人達は,いわ

ゆる季節現場作業員 (主 にカナディアンインディ

アン),コ ック,ヘ リコプター・セスナのパイロッ

ト,アルバイ ト学生といった人連だった。従って,

毎日彼らと寝食を共にしたわけである。ここでは,

肩書きや身分等といったものは何ら意味がなく,

その人の生の人間性や実力が問題 となる。私の国

際交流感覚の原点はこの体験にある。

また,こ の後行った高温高圧実験は,花間岩質

岩石の部分溶融の際のウランの固相 と液相への分

配を調べたものであるが,実験がなかなか思うよ

うに進まずあせりや挫折感を感じたが,今となっ

ては,む しろこの時期の試行錯誤が現在の研究姿‐

勢を支えているように思える。また実験生成物中

のウランとトリウムの分析には放射化分析を用い,

東大アイソトープ研究総合センターで湿式化学分

離操作や放射能測定をさせて頂いた。

博士過程の途中で,フ ランス政府の給費留学生

としてオルレアン大学地球科学教室に3年半留学

した。実際 には,フ ランス国立科 学研 究 院

(CNRS)の「鉱物の合成 と化学の研究所」で実

験を行った。この時の研究テーマは,指導教授か

ら「ウランの石炭による固定の熱水実験」を提案

された。これは今まで無機地球化学をやつてきた

人間に有機地球化学をやれということである。当
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初は躊躇したが,世界の主要なウラン鉱床が亜炭

に伴うのは事実であり,ま た新しい開拓境界領域

であるので,思い切って取 り組んでみることにし

た。そして亜炭とウランの熱水反応実験より,ウ

ランの固定の機構・速度論 。平衡論を調べた。そ

して,ウ ランの還元は亜炭の水酸基及び鎖状炭化

水素基の脱水素化によることを明らかにし, この

反応の反応次数,速度定数,活性化エネルギー,

自由エネルギー等を測定し,さ らに,単純な有機

物によるシミュレーション実験から同様なものを

求め,こ れらを比較し,天然の複雑な系を,単純

な官能基とウランの反応に着目することにより定

量的取扱ができることを示した。この時期には,

基本的には自分の考えのまま自由に研究を計画し

進めることができ,未知のものに挑む苦しみと興

奮と喜びを味わうことができた。これも,フ ラン

ス人の新しいもの変わったものを受け入れてくれ

る懐の深さによるものと感謝している。

この時代は生活費に大変苦労したが,周 りのフ

ランス人の友人達が謝金等を援助してくれたり,

またオルレアン大学理学部地球科学科の客員助手

のポス トを 6ヶ 月まわしてくれた りしてくれた。

この時大学では一般地質学の講義 と実習をフラン

ス語で行った訳である。

上記の仕事でフランス国家理学博士号を取得し

日本に帰国してからは,ま ず日本原子力研究所

(原研)環境安全研究部に 6年間勤めた。ここで

は,放射性廃棄物の地層内処分の安全性評価のた

めの基礎研究として,地球表層での物質移動の定

量化を行った。海底堆積物中での物質の拡散係数

の測定,海底土中での重金属と有機物の相互作用

の研究,様々な岩石の間隙水中のイオンの拡散係

数と有効間隙率の源l定等である。また岩石中の物

質移動経路の形状を定量化するため,花聞岩中の

微小割れ目の分布を,1次元 (方向依存)フ ラク

タル幾何学的解析を行った。その結果,花自岩中

には,ま っすぐで連続性のよい割れ日と,細 くて

ぐねぐねしたそれとがあり,それらのフラクタル

次元の上ヒから,こ の 2つの経路の屈曲度の比を表

現することができた。原研では,自分の分野や経

歴に関係なく,物質移動を定量的に研究するため

にはいかなる手段を用いても良かったこと力`,今

日の自分の研究スタイルを決めていると思う。

原研ではまた,顕微鏡下の岩石薄片や研磨片に

おいて物質の化学形態を分析する新しい手段 とし

て,顕微可視・赤外分光法を開発し,岩石中の水,

鉄,ウ ラン,有機物等の化学形態を最小数 ミクロ

ン領域で非破壊で分析する事を可能にした。この

ような装置の試作開発に数千万円獲得できたこと

は,現在文部省の科学研究費でも得られるレベル

の装置にまでコンパクト化低価格化できたことの ●

伏線として大きな意義がある。

一昨年 4月 に秋田大学鉱山学部資源地学研究施

設に移ってからは,上記の顕微分光法を,最古の

岩石中の水と有機物,変形岩や変成岩中の水の分

布,マグマ中の水,マ ントル中の水,隕石や宇宙

塵中の有機物 と含水鉱物,堆積物 。堆積岩中の花

粉や有機物,考古学的試料,各種材料等幅広い分

野に適用を開始している。さらに,岩石や堆積物

の色を簡便迅速に定量的に測定し表現する分光測

色法を開発し,海底堆積物中の酸化還元境界や岩

石の風化・変質フロント等のキャラクタリゼーショ

ンを可能にし,ま た現在ではこれを幅広い岩石試

料に適用し、色のデータベースを構築し,野外調

覇権圭榎翼熙輩I警『
定量的記載及び分析●|

そして,昨年 8月 から東大に転任してきた訳で

あるが,こ れまでの研究の種をじっくり育てて花

開かせ,地球惑星における物質循環特に水,有機

物,鉄,ウ ラン等の重金属の地球化学 リサイクル

を構築したいと思っている。またこちらでは,冷

却したガラスではなく溶融したマグマの構造のそ

の場分光測定や,可視 。近赤外光フィール ドジオ

センサー,岩石の構造や組織の画像解析 と定量的

表現手法等についても着手したいと思っている。
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朝起きがけに新間を取ろうとして玄関を開けた

ら冬の朝の匂いがした。煙まじりの朝もやが自く,

ピリリとさす寒さのなかに僅かばかりに肌で感じ

たのは,水蒸気の匂いだと思う。目を閉じたら,

遠い音の冬の朝の光景がまぶたの裏にひろがった。

ああ,日本に帰って来たんだなとその時初めてし

みじみと思った。

足掛け九年ヨーロッパで暮らしてこの夏のおわ

りに帰国した。舞い降りた途端に,暑さの名残が

身体中の汗を絞 り出し,忘れていた夏の感覚を甦

FO らせた。久しぶりに聞く蝉の声。青空に一刷毛掃

いた白い雲。歳時記の中の季語のひとつひとつが

再び生きた言葉 となって帰ってきた。同時に覚え

た言いようのない不安。おそらく外国がえりの誰

もが味わう,あの捉えようのない感情がこの身を

包んだ。失うことの悲しみとこれから取 り戻すこ

との喜び。そのふたつが混ぜ合わさった複雑な気

分の中で,こ れから暫 くはどこかに身を隠したい。

そんなことを考えた。もちろん,そんな馬鹿な願

いの許されるはずもなく,それ以来忙しいままに

短い秋も過ぎた。ところが,今朝,玄関の戸を開

けて外に漂う冬の匂いに出会った時に,突然,そ

のままヨーロッパでの暮らしが遥か遠い彼方の出

肩肘はらずとも

有 本 信 雄 (理学部天文学教育研究センター)

来事になった。日本での生活もそれなりに捨てた

もんじゃないと思う。

ヨーロッパの思い出で印象深いのは働 く女たち

だ。ヨーロッパといっても暮らしていたのはフラ

ンス,イ ギリス, ドイツの三カ国で,パ リ,ダー

ラム,ハイデルベルグにそれぞれ三年を過ごした。

なかでも記憶に残るのは,フ ランスで出会った天

文学者たち。その頃,フ ランス語は言うに及ばず,

英語すらろくに話せなかった東洋からの異邦人を,

手 とり足 とり朝から晩まで面倒を見て くれたG

女史。既に還暦を向かえていたかと思う。オース

トリア系のイタリア人で,同業のフランス人のご

主人がイタリアに留学した時に恋に落ちて,その

ままパリに二人で移り住んだ。英仏独伊語に堪能。

いずれも毎日の暮らしのなかで身に付けたもので,

とりたてて学習 したのではないと言う。その G

女史はいつも「科学は英語で考えなさい。私は日

本語は知らないが,科学的な論理を組み立てるに

はフランス語よりもはるかに英語の言語構造の方

が適しています。だから,天文学の仕事をしてい

る時は常に英語で物を考えなさい。」と私に言い

きかせた。この話しを他のフランス人にすると,

当然のことながら大抵の人は同意しない。ちょう

どその頃アメリカ在住の利根川博士がノーベル賞

を授賞され,そ のインタビューのなかで G女史

と同じことをおっしゃっていた。さっそく翌日の

新聞記事のその箇所に赤線を引いて部屋に現れ,

「ほらね,日 本人の偉い先生もこう言ってるよ。」

と実に嬉しそうな顔をした。G女史は年下のハン

サムなご主人のハー トを射止めたのがたいそうな

自慢らしく,手頃な人数を招待しての夕食の席上

どんな話題でも必ず,「ねえ,あなたはどう思う。」
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とやっていた。ある時それに業をにやした同年配

の女性客がいきなり女史のご主人の膝にのり,抱

きついたまま離れなくなってしまった。あの時の

G女史の顔は忘れられない。

G女史の世代の天文学者はご主人 もやはり天文

学者 というカップルが多いようだ。Sさ ん夫婦。

二人 とも同じ分野の専攻で,研究室は隣どうし,

連名で論文を書き,観測に行 くのも;!学会に出席

するのも, もちろん家庭でも,一年中一緒に過ご

す。G女史が言うには,「私のところはS夫婦よ

りはましです。少なくとも職場は別々ですから。J

なるほどそうかとも思う。イギリスではこういう

カップルを,男の眼からみた皮肉なニュアンスを

込めて,あいつは実験室で嫁さんを見つけたと言

う。伴侶を探す手間をおしんで昼夜研究にあけく

れ,気がついたら同じように実験室の片隅で研究

に没頭していた彼女と結婚していたという意味ら

しい。フランスではそんなことは言わない。女性

が研究 と家庭を両立するにはもっともな選択のひ

とつだ。その頃それを理解する男がフランスには

沢山いて,イ ギリスには今も昔もほとんどいない

ということだろう。ついでに言えば, ドイツでは

Sさ んたちのようなカップルはまず考えられない。

そもそも女性の天文学者は皆無に近い。なぜかと

尋ねたら,そ の数少ないドイツの女性天文学者が

天文学者の社会的地位の低さが原因だと答えた。

もし女性に社会的地位の高い職業に進出する傾

向があるのなら,フ ランスでの天文学者の地位は

相当に高いらしい。それほどに彼の地では女性の

天文学者が多い。確かな数字は知らないが,幾人

かに聞いたところでは,三・四割を超えるのでは

ないかと言う。特に四十代後半の五月革命の世代

には圧倒的に女性が多い。それも皆同世代の男を

押し退けて要職に付いている。フランスの天文学

はこの世代の女性たちが担っているといっても良

いかも知れない。ごく僅かの例外を除いては皆普

通に結婚している。配偶者が同業の学者 というの

は稀で,従って,ご主人を紹介されるのは家庭に

招かれての食事の席でのことが多い。おとなしく

控え目なタイプの男たちだったように思う。私の

研究の良き協力者であり,かつ,ラ イバルであっ

た Bさ ん,Cさ ん,Dさ ん他,皆一様に精力的

な研究者であり,素敵な女性たちだ。ところが,

互いに仲がひどく悪い。学会では足を引っ張り,

職場でも聞こえよがしに悪口を言う。業績で他人

を凌ぎ,女であるということでも負けまいとする。

両雄ならず,両雌ならび立たずというのがこの世

代のフランスの女たちらしい。

もう一世代若い,つ まり,私 と同年代の俳句好

きの Fがある日二人で食事をしていた時に,「私

は絶対に結婚はしない」 と言いだした。その頃

Fは男と同棲していて,その男の児を身籠もって

いた。なぜ, と聞 くと,「結婚すればいつかは離

婚する。そのとき相手の男は慰謝料を払わなけれ

ばならな くなる。」 と答えた。どういう意味なの

か今でも良く分からない。また,こ うも言った。

「私の男友達で離婚してまた結婚 した奴がいる。

彼は馬鹿よ。」ただ,お よそ十年後の今 も,Fは
同じ男と娘と二人で暮らしている。今度会ったら

籍は入れたのかと聞いてみたい気もする。

もっと若いまだ二十代のPに Fの話しをした。

Pは戦争中に逃げてきたロシア系ポーランド人の

移民の娘で,パ リで生まれた。フランスに流れて

きた移民の第二世代に良く見られる,成功したい

という野心に満ち満ちている。そのPは Fの言

葉に理解を示さなかった。好きな男ができれば結

婚するのが当然だとPは言う。Pも 勿論同棲 し

ている。今の相手が四人目だと言う。好きで,尊

敬できて,趣味が共通で,余暇を一緒に過ごせる

相手を探していたと言う。今のボーイフレンドと

結婚するのかと尋ねたら,籍は入れないが結婚は

していると答えた。だから,彼を夫と呼べと強要

した。Fと Pでは結婚の意味合いが少し違 う。

Pの結婚は社会的な制度にこだわらない純粋に個

●

●
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人甑 心動 なも|のらしし、 そ●Pがドイツに
1動を亀 破女の Dq‐ガィギリスに野 ること

ばなったらi,ゅ だした。麟飩て佳むと「橋

靖J躙 できなをヽと言う。他縫唯鞠認薦軸れるか

もしれないフ心配だと言う。どう躊 るのかと

息っていたら,その纂風1の便りにPが需達入れ
|た と問いた|・ P鰹割分⑩朧醐劃 響守る為資社会

のしきたりに国罐ドつた9P輌埼ひしをそつ次の世代
.O爆たちに|した.う どんな反応が帰ってくるのだろ

うか。1聞いてみた燎ゝ

一 ll.一



7月 1日 付けで化学教室の助教授に着任しまし

た。本紙に寄稿する機会を与えていただいた折 り

に,私の行ってきた研究を通して自己紹介をさせ

ていただきたいと思います。

私は化学の範疇で方法論の開発,確度,感度 ,

精度などの問題を扱 う分析化学を専門としていま

す。分析 “科学"と して位置づける人 もおります

が,私個人は“化学"に こだわ りたいと思つてい

ます。現在の私の興味の中心になっている研究の

テーマは,生体膜における transmembrane sig―

nallingの 基本様式である能動輸送,イ オンチャ

ンネル現象をモデルとした新しい原理の化学セン

シング法の開発であります。実際に生体系でその

ような機能をつかさどっている膜蛋白質や類似の

機能を示す人工の物質認識素子 (レ セプター)を

用いて,それらを生体膜に類似した脂質三分子膜

や Lallgmuir‐ Blodgett膜 中に埋め込んで,溶液

中のイオン,分子を高感度かつ選択的に検出でき

る新しい膜化学系を開発することに興味を持って

います。

分析化学の方法の中で,液/液,気/液,固/
液界面などの異なる二つの相からなる界面は,物

質を選択的に認識するために極めて重要な役割を

担つています。例えば,物質の分離に用いる溶媒

菅 原 正 雄 (化学教室)

抽出は,二相間に物質が異なる割合で分配する現

象を扱いますし,ク ロマ トグラフィーとよばれる

分離法も同様です。私が最も関心を持っている,

物質を化学的に検知するセンシングの分野におい

ても,セ ンサー (電極)界面において,物質の認

琲去漏撃負籍繁1易醤曾荼RTTξ 警Fl襲[] |ロ
決めているといってもよいでしょう。

上述のように物質を認識する場である相界面は,

分析化学の様々な方法の中に登場します。従来,

それらは熱力学な観点に基づいて,形態あるいは

性質の異なる相 と相の接する界面として見なされ

てきました。物質の認識 とそれに引き続いて起こ

る情報の変換の場である界面を,分子ないし原子

まで見ることのできる微視的な目でみて,物質の

分離や検知に役立てることは比較的最近に始めら

れたことです。私が今用いている平面状の脂質二

分子膜や LB膜は分子のレベルでイオンや分子の

認識を議論することが可能な膜でありますが,分

析化学の分野で定着したものではありません。こ

のような膜を用いて物質を検知する例は極めて少 ●
|

ないといってよいでしょう。これらの膜を様々な

実例を通して分析化学の中に定着させていくこと

はこれからの課題であります。

生体膜における物質の認識,情報変換,増幅の

機構を,イ オン,分子を認識するための理想的な

モデルとしてとらえることは,バイオミメテック

なアプローチを志向する人々の共通の概念であり

ます。それによって分子認識化学の著しい進展が

もたらされました。生体膜では,認識に引き続い

て,情報の変換 (増 幅)が行われ,い わゆる

transmembrane signalling(膜 の片側から反対側

への信号の伝達)が起こります。これは,化学セ

着任にあたって
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ポーラログラフィーは古典的な方法になっていま

すが,そ の方法の原理には今 日でも教育的に価値

のある内容を含んでいると思っています。それは,

液体電極の界面において生起する拡散・対流によ

る物質の移動 とFaradyの法則 を基礎 とする電気

分解 という二つの基本的,かつ古典的現象が, も

のの見事に,理論的及び実験的にほぼ完全に解明

されているからであります。 このようなポーラロ

グラフィーを通 じて,私が電気化学的手法を学べ

たことは幸運であったと思っています。ポーラロ

グラフィーの研究を始めたことがきっかけとなり,

ンシングの原理そのものであるといえます。この

ような機能を備えた生体膜の界面で起 こる化学反

応を人工的に再構成できれば,イ オン,分子に対

する優れた認識,情報変換能を持つ膜界面を創製

できると思われます。

私は,北海道大学理学部を卒業後,同大学の大

学院化学専攻に進学し,博士課程に進学後一年次

で退学し,助手として勤務することになりました。

その当時の研究のテーマは,反対電荷を持つ二つ

のイオンの会合体を溶媒抽出する方法に関するも

のであり,静電的な相互作用によって会合するこ

とにより生成した電気的に中性な溶質が水相から

有機相のバルクヘ分配される現象を原理として,

イオンを検知するための新しい分析法を組み立て

るものでした。溶媒抽出を用いる分析法の開発が

私の研究者 としてのスター トであったことが,約
20年後の今 も,液/液界面に関する研究に強い

関心を持ち続けることになりました。その例 とし

て,溶質が電荷中性則に基づいて溶媒抽出される

場合 と液/液界面で溶質の電荷が分離される場合

はどのように相関しているかを調べる研究や,水

/有機溶媒/水から構成される膜を通して,物質

がその濃度勾配に逆 らって移動するuphin輸送

に関する研究を挙げることができます。

その後,恩師の進めもあって電気化学の手法を

用いる分析法 (特にポーラログラフィー)に 目を

1979～ 1980年秋の一年半にわた り西 ドイツの原

子核研究所で海水中の毒性痕跡金属元素をポーラ

ログラフィーから発展した新しい手法を用いて形

態別に分別する研究をする機会を得ました。丁度

その頃は,ポーラログラフィーがルネッサンスを

迎えた時期でありました。それは,公害が社会間

題 として大きく取 り上げられる様になって,高感

度な分析法が必要となり,ポーラログラフィーの

新しい手法がその一つとして評価されたためであ

ります。私が滞在した研究所でも,海水,雨水等

の天然水中の毒性金属元素の分析が行われていて,

各地から送られてくるサンプルの分析に日夜追わ

れている状況でした。それまで理学部の研究室で

基礎研究に携わっていた私にとって,分析法が実

際に応用される現場を経験したことは,分析化学

の基本的課題である確度,感度,精度の問題,基

礎研究と応用研究のあり方を考えさせられること

になり,有意義な研究生活 となりました。

その後,電気分析化学をバックグラウンドとし

て最初に述べた研究に徐々に移行していくことに

なりますが,それまでの研究の内容を振 り返って

みれば,いずれも分析化学の伝統的な分類に基づ

く方法論の枠組みの中で研究をしてきたことにな

ります。その多 くは,二相界面が関わっている方

法を扱っていました。現在は生体膜に類似した機

能を持つ膜を創製することに関心を持っています

が,こ れらの膜 もまた,その膜界面を物質認識,

情報変換の場として分子レベルの目で設計するこ

とが基も重要な課題となります。そのためには,

分子認識化学,膜化学,生化学等の分野を学ぶこ

とも必要になります。

私が今所属する本学化学教室に生7//J化学を専攻

する研究室がないことは驚きの一つでした。ちな

みに北海道大学理学部化学科は無機化学,物理化

学,分析化学,生物化学,及び有機化学 (2講座)

の 6講座から構成されていました。それよりも研

究室数が多いにもかかわらず,生物化学的なもの

の見方を学ばずに卒業する学生がいることは残念

な気がします。広領域にまたがる学際的な研究が
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より必要になってきている今日 , 異なる視点を

持つ研究者が共存して,お互いに刺激を与え会う

ことは得るものが多いのも事実と思われます。私

の研究も異なる分野の人々の協力を必要とします。

どうぞよろしくお願い致します。

8月 1日付けで動物学教室に赴任いたしました。

とりあえず自己紹介をさせていただきます。

昭和 46年基礎科学科を卒業後,名古屋大学理

学部分子生物学研究施設の大学院に進学,同所

(分子生物学科)で助手,助教授をつとめました。

東京は21年ぶ り,本郷は初めて過ごすことにな

ります。

私が動物学教室に転任すると言うと,多 くの同

僚,先輩が不思議がりました。それももっともで,

私はこれまで動物学を学んだことがないのです。

卒業研究で動物出身の丸山工作先生についてウサ

ギの筋肉蛋白質の扱いを習ったところまでは一応

それらしいのですが,名古屋の研究室では物理出

身の朝倉昌先生に指導をうけ,研究材料もサルモ

ネラ菌に退化してしまいました。その後クラミド

モナスという単細胞生物を使って独自に純生物学

的な仕事を始めましたが,そ の材料は葉緑体をもっ

ているので植物に分類されると同時に,鞭毛虫類

として動物にも分類されるという,境界的生物で

す。

神 谷  律

私はもともと生き物が運動をする機構を研究し

たいと思って生物学を志望しました。筋肉が収縮

することも細菌が泳 ぐことも等しく不思議でした

ので,な るべ く単純な材料を使ってユニークな研

究をしているところと考えて,細菌鞭毛を研究す

る目的で名古屋大学大学院に進学しました。当時,

細菌の鞭毛繊維は相転移をくりかえすことによっ

てらせん波を伝播する運動装置であるという説が

朝倉先生によって提案されており,それがたいへ

ん魅力的だったのです。細菌鞭毛繊維は蛋白質一

種類の重合体で,こ れほど単純な運動器官はない

と思われました。幸い,在学中にらせん形の鞭毛

繊維が環境条件の変化に応じて可逆的に左巻きか

ら右巻きに多型転移するという派手な現象を発見

し,研究に夢中になる体験をしました。朝倉説の

証拠が得られたと思つたのです。しかし,ほ とん

ど同時に,米国の研究者から細菌鞭毛の運動は鞭

毛根元のモーター様器官が回転するからであると

いう証拠が出され,私の見ていたものは興味深い

現象ではあるが運動の発生機構そのものではない,

と結論せざるを得なくなりました。

当然ながらひどくがっかりして,し ばらく何を

やるべきか迷う時期が続きました。細菌鞭毛のモー

ターはたいへん小さなもので,しかも取扱いの難

しい膜蛋白質の集合体ですから,やる気が起こり

ませんでした。結局次に選んだものは真核生物の

鞭毛 (繊毛)です。これは細菌のものと同じ鞭毛

の名前で呼ばれていますが,それとはまったく無

関係の細胞器官です。細い毛のような運動装置で,

新 任 の 弁

△

ワ

▲
▼
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屈曲波を根元から先端にむけて伝播するという運

動をします。原生動物や精子が泳いだり, ヒトの

気管が異物の進入を防いだりするのは,こ の働き

によっています。興味深いことは,ほ とんどの生

物の鞭毛が微小管 (蛋 自質重合体)9本が円筒状

に配列した奇妙な内部構造を持ち,その構造が進

化を通じてほとんど変化していないことです。そ

の微小管の上にはダイエンと呼ばれる蛋自質集合

体が一定間隔で結合しており,こ れが化学反応と

共役して隣の微小管との間に周期的な滑 り運動を

起こすことが運動の基本であることがわかってい

o」 薫あ緩彙嘗Lttil胚琥環 f:li[二 郎81L
曲波を発生しているのかは謎です。私はこの運動

装置がどういう理屈で動いてきるのかを調べたい

と思いました。細菌鞭毛モーターよりは,少 しは

扱いやすそうです。

そう思ってテーマを変えて約 10年 たちます。

謎はなかなか明らかにはなりませんが,と きどき

割におもしろい小発見があるのが救いです。今痛

感するのは,生体機能の機構の研究には,学問の

枠組みを超えた様々なアプローチが必要だという

ことです。生体機能の何に着目してどのような実

験を行うかを決める上で,生物学的な知識 とセン

スが重要であることはもちろんですが,「メカニ

ズム」をつきつめようとすると,生物学的諸技術

● [[1[曹ζIF霧冒『勇λ侃重警iITぜF]
ず真核生物の鞭毛は 200種以上の蛋白質からなる

非常に複雑なものなので,突然変異体 を使 うこと

が強力な研究手段になります。私がクラミドモナ

スを使っているのは,こ の生物は鞭毛を持ってい

るうえに突然変異体をとることが容易だからです。

しかし,突然変異体を使 うにしても,そ の変異 し

た構造の解析には生化学,分子生物学が必要です。

さらに,特に運動機能の研究では,化学エネルギー

がいかにして力学エネルギーに変換 されるかとい

うむずかしい問題を含みますから,ご く小さな対

象の微小な化学的,物理的変化を測定する技術が

要求されます。そのような目的には市販の装置を

使うだけでは間に合わないことが多いので,結局

装置の開発自体も研究課題の大きな部分になって

きます。

私が赴任した動物学教室生理学研究室は, もと

もと生体膜の興奮性や生体運動の機構の研究で有

名です。特に,微小管が滑る際の力をごく細いガ

ラス針のたわみで測定するといった,微小操作技

術を駆使した研究を最も得意としてきました。着

任にあたって,こ れからこの研究室の方向をどう

したらよいか考え続けています。ここで培われて

きた生物学的考え方と技術を維持していくことは

もちろん重要ですが,一方で,最近大発展を遂げ

ている真核生物の分子生物学とも無縁であっては

ならないでしょう。分子生物学的な手法をも取 り

入れた,新 しい生理学的研究をめざしたいと思い

ます。漠然 と思うのは,「機構の解明」 という共

通目標を掲げたうえで,多様な経験を持ったメン

バーが集まり,それぞれが個性的な研究を行うの

がよいのではないか, ということです。多様なア

プローチが必要とされる生物学は多くの切 リロを

もっていますから,研究者が個性を発揮するのに

好ましい学問です。メンバーそれぞれの個性の結

果として,グループの個性が出てくることを期待

しています。

私にとって,動物学教室に赴任して何よりあり

がたいのは,多 くの生物に接し,生物学を広 く学

ぶ機会ができたことです。これによって私自身の

研究の自由度も大いに広がりそうです。ただ,ひ
さしぶりの東京は予想以上に混雑している都会で,

通勤だけでも名古屋とは比べものにならない大変

さであることがわかりました。研究の可能性を目

の当たりにしながらそれを行う時間とエネルギー

がない, という事態にならないことを念じていま

す。

-15-



理学部における外国人留学生事情

我々にとって今日ほど「国際交流」という言葉

が身近になり,かつ重要な意味をもつ時代はかつ

てなかったと思います。大学レベルでも様々な国

際交流活動が活発に行われていることは改めてと

りあげるまでもありません。その中で大学の教育

面における主たる国際交流活動は留学生の受け入

れや送 り出しであり,特に諸外国から我が国へ留

学生として訪れる者の数が急激に増加している近

年,こ れらの留学生を受け入れる側としての東京

大学の役割 と責任が益々大きなものとなっていま

す。

現在,理学部に 3名 と理学系研究科に 129名の

外国人留学生が在籍しています。この数字が示す

ように大多数の外国人留学生は大学院生または大

学院入学に備えている研究生であり,東京大学に

在籍する全留学生の約 8%に相当します。本研究

科における外国人留学生数の推移を過去 10年間

で見ると,昭和 60年までは約 50名前後で一定し

ていましたが,それ以後は在籍学生数が急激に増

加 して,最近の 7年間で 2.5倍 になりました。こ

の急激な外国人留学生数増加を専攻別に比較する

と,昭和 61年から平成 1年 までは情報,物理,

地球物理,化学,地質学の各専攻での増加が目立

ち,後半では生物化学,動物など生物系の専攻で

著しい増力日が見られました。このような留学生数

の急増に対処して,平成 2年 4月 には本学部 1号

館に国際交流室が設置されました。国際交流室が

設けられた本来の目的は,留学生が快適な留学生

生活を送ることができるように,主 として生活面

での助言や問題点の解決等の活動に利用すること

にありました。現在は,こ れらの他に本研究科ヘ

の入学に関する海外からの問い合わせや入学願書

理学部国際交流室

局 橋 孝 行 (理学部国際交流室)

請求に対する対応,入学希望者に適切な情報を提

供するための各専攻の指導教官への研究案内 (英

文)提出の依頼,日 本語 と英語教材の貸出し等を

行っています。国際交流室設置から2年半が経過

し,上述のような諸事項がほぼ日常的な活動とし

て定着した現在,本学部の外国人留学生に対する

対応がようやく形のあるものとして機能しはじめ 0)
た状態といえます。さて、私が直接留学生と接し

てきたこれまでの経験から本学部と本研究科に在

籍する留学生が抱える問題について述べてみます。

本研究科における外国人留学生数の急増が最近

の 7年間で認められたことについては,すでに述

べましたが,こ れは「21世紀留学生 10万人計画」

を推進する日本政府の政策に呼応するものです。

日本全体で見るとこの計画は予想以上のペースで

進行しているとのことです。しかし現在これに伴

う様々な問題が現われてきており,その中で今後

の大きな課題 として受け入れ体制の整備 と留学生

の生活条件の充実が挙げられています。これらは,

まさに本研究科における課題でもあることは言う

]Fl彙 書員』
gh,電

詈借夏言:分1[il[ ●
|

んが,受け入れ後の責任ある教育 と研究指導のた

めには,定員数を定めるべき時期にきていると思

います。指導教官の増員や各研究室の狭除さの改

善がほとんどないままに,最近になって日本人大

学院学生の定員増があったことを考慮すると,現

在の留学生数がほぼ限界に達しているのではない

かと思われます。先に述べた外国人留学生数の急

激な増カロも平成 1年度までであり,平成 2年度以

後は鈍化しほぼ横ばいで推移しているのは、こう

した状況を反映しているのかも知れません。今後

は益々本研究科における留学生教育の責任は重 く
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●

なると予想されますが,無制限な受け入れに陥ら

ぬように各専攻毎の留学生に対する教育能力を見

極め,適切な留学生受け入れ数がどの程度である

かを検討する必要があります。

ところで外国人留学生にとって住居費や物価の

高い日本での留学生生活は大変厳しいものであり,

特に本研究科に所属する全留学生の2/3を 占め

る私費留学生の生活環境の厳しさは深刻な問題で

す。

国費留学生への採用枠が極めて少ないため,私
費留学生として入学した場合は国費留学生となる

チャンスはほとんどないといっても過言ではあり

ません。わずかに残されたチャンスは,い くつか

の財団法人による奨学金の支給を受けることです

が,こ れらの絶対数も極めて少ないのが実情です。

安い民間アパー トに居住しても1カ 月の最低生活

費が 8～9万 円となる東京で,ア ルバイ トに追わ

れながら研究を続けなければならない私費留学生

の救済は急務です。私費留学生に対する奨学制度

を充実させ,国費留学生との生活の格差を少しで

も解消する必要があります。日本 とアメリカの奨

学生について違うところは,日本が国費留学生に

与えている奨学金の額が,ア メリカのそれに比較

してかなり多いのですがチャンスが少ないとされ

ています。アメリカでは奨学金を出す団体がたく

さんあり,特に理工系の学生はチャンスが多いと

いうことです。現在の国費留学生への奨学金支給

額を減じて,よ り多 くの留学生にチャンスを与え

るというのも一つの方法ではないかと考えます。

また本学の留学生のうち希望する者には安い宿舎 ,

学生寮を提供し「住Jの問題を解決することも留

学生の生活条件の改善にとっては大きな助けとな

るはずです。

外国人留学生が本研究科の正規課程 (修士また

は博士課程)へ進学するのに先だって,外国人研

究生という身分で半年間ないし1年間を過ごさな

ければなりません。この外国人研究生制度は日本

の主要大学で採用されている特殊な制度 といえる

ものです。本研究科において,こ の制度は正規課

程入学後に受講しなければならない日本語による

講義を十分理解できるような日本語能力を身につ

けるための語学習得期間としての性格を持ってい

ます。日本の大学院で学ぶ以上,日本語の習得は

当然であり,世界の言語としてはマイナーである

日本語に接する機会にほとんど恵まれずに来日し

た外国人留学生に日本語教育の機会を与えること

は重要といえます。しかしながら,現在ではこの

制度は外国人研究生が大学院入試の受験に備える

期間としての性格が主となっているようです。確

かに,外国人研究生から正規課程大学院生となっ

た者の日本語能力のレベルは様々であり,進学に

際しては日本語能力の有無がさほど大きな評価項

目には加えられていないのが実情 と思われます。

身近にいる外国人留学生を見ると,研究生から正

規課程の大学院生になった当時は日本語に不慣れ

であっても,課程修了時にはほとんど全ての外国

人留学生が満足すべきレベルの日本語能力をもつ

ようになっています。このことは進学時の外国人

留学生の日本語能力の有無に必ずしも神経質にな

る必要はないことを示唆しています。日本の外国

人研究生制度は,学割証の発行 と授業料免除を受

けることができない等の問題があり,遠来の外国

人にとって時間と金銭を無駄にする期間との批判

があります。このように外国人留学生に不利益の

多いこの制度を採用しなければならない理由は,

受け入れる側として,応募した外国人学生を直接

大学院正規課程に入学することを許可してよいか

否かを判断する基準がない点にあると思われます。

本研究科に留学を希望する外国人学生の能力を客

観的に見る尺度があれば,外国人研究生制度は廃

止してもよいのではないでしょうか。その意味で

生物化学専攻がGRE(米国において大学院生選

抜に参考資料として採用されている適性能カテス

ト)の利用を試行しているのは新しい動きとして

注目されます。

国際交流室には「留学生担当者の手引」という

本があります。その題名が示しますように,留学

生と関わりをもつ者には大変役立つ情報を提供し
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てくれる本ですが,先日久しぶりにこの本を手に

とり,“留学生担当者の心得"の項に目を通しま

した。そこには全部で 18の心得が書かれてあり

ました。それらの基本にあるものは,結局は留学

生の身になって考えるという点にあると私なりに

解釈しました。現在の留学生教育がこれで良いの

かと考え始めると,上述した様々な問題が残され

私は九年前に中国,上海市より日本にやって参

りました。高校卒業後,上海の復旦大学に半年程

在学してから,日本に来ました。今年の秋,短期

間ではありましたがもうひとつの母校である復旦

大学を訪ねる機会を得ました。プラタナスの並木

通 り,赤い煉瓦の校舎,静かな図書館,広い芝

生……すべてが懐かしかったです。

東京大学が復旦大学と二年前に兄弟校に結成さ

れましたので,今回,東京大学の指導教官の安楽

教授と一緒に復旦大学の生物学科 (私の出身学科)

を訪問し,研究室をまわって,実験学科に従事し

ている多数の先生や学生の方々といろいろ話をし

ました。“研究テーマは何ですか ?",“今何に一

番興味があ りますか ?",“研究の目標は何です

か ?"な ど,東大で勉強している時でもよく聞か

れる質問ですが,復旦大学でこのような議論をし

ていると,何 となく自分自身を反省させるような

ものを感じました。もし私が復旦大学でずっと勉

強を続けていましたら,彼 らと同じように答えた

でしょうか ?

ている現実に引き戻されてしまいます。これらの

問題の解決には,国の政策にも関わる高次のレベ

ルでの改革,改善を必要とします。しかし留学生

の身になって考えることは,私たちが努力をすれ

ばできることであり,外国人留学生にとって心強

いサポー トになると思います。

私は今,理学部で,細胞増殖の制御 といった,

基礎的な生物学の問題を研究しています。しかし,

私が復旦大学で会った多くの研究者は, もっと応

用的な科学,あ るいは技術的なことを追求してい

ます。科学,そ して文化にとっては,両方ともが

必要なことは言うまでもないのですが,ひ とりの

研究者,あ るいは留学生 としては,そ の両方を行

うのは大変難しいことだと思います。

九年前,日本に留学に来る前,父から“学而不

厭,楽以忘憂"と いう孔子の言葉の彫ってある蔵

書印をいただきました。日本に来てから,その言

葉を座右の銘 として勉強を励んで来ました。学問

や専門以外に,日 本の言葉,文化,歴史,風習な

どを学び,日 本の美しい自然にも親しんできまし

た。確かに勉強は楽しいです。しかし, もうすぐ

博士課程を卒業する今の私には勉強だけでは何 と

なく物足 りないような気がします。これから,学
んだことを如何に生かして奉仕するのかを考えな

ければならないでしょう。

0～てル
～

αンてЮ犯 機 acるcacねc∝●2●38ン03～うOαン4p∝ィ詭∝ イ

“

∞ αレくo∞イル∞ イル∞ つ て00し―

孫  才 虹 (理学部 。生物学科 。植物)

感 ●

●
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三年半前に,当時修士一年だつた私が日本の会

社に応募することを決心して,修士コースを中退

する申し込‐み書を指導教官に提出した時,“君 と

また勉強したくなると思うよ"と 先生がサインし

てくれた。さすが自分の先生ですが,私はやはり

三年後彼の予言どおりの道を選んだ。しかし、三

年以上捨ていた学業をあらためてや り直すことは

そう簡単ではないのである。私は中国とまったく

違う大学院生活の困難を克服 して,勉強していか

なければならないのである。

中国の大学院は修士,博士とも三年で,優秀な

学生はいくら短 くしてもかまわないのだが,多 く

の学生は初めから三年計画で,Mlを碁,マージャ

ン,映画など余裕ですごすのだ。これと反対に,

日本は修士コースは二年しかないので,入った時

から,あ る程度二年後の修論を意識しなければな

らない。

私は当時中国科学院に所属する学生で,最初の

鉦  鳳 林 (地震研究所 修± 1年 )

年の基礎教育を他の研究機関で受けていた。数学,

専攻科目,英語;体育など,しかも授業はきちん

とした教科書あるいはノー トで行われた。まるで

大学の続きである。これに対して、日本は始めか

ら,実際的な研究に力を入れている。授業にして

も,最新の研究を紹介してもらえる。基礎のあま

りしつかりしていない私には,なかなか追いつけ

ない。

以前英国で ドクターをとった教授が自分の留学

経験を水泳を学ぶことにたとえていた。先生が水

泳を習おうとする弟子を川にほうりこんだ。およ

げない学生は岸まで必死に泳ぎ始めた。やっと命

からがら岸に着いた学生の前に“おめでとう"と

先生が現れた。中国ではやらせることがあるから

先生が学生を受け入れるのに対し,日本では,学

生のほうがや りたいことがあるので先生を選ぶの

である。

●
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《受賞関係》
向山光昭先生の文化功労者を祝して

このたび、本学名誉教授,向山光昭先生が文化

功労者 として顕彰されました。心よりお祝い申し

上げます。

向山先生は昭和 23年東京工業大学卒業後,学
習院大学講師,助教授を経て,東京工業大学助教

授 となり,38年 に教授に昇任されました。昭和

48年東京大学理学部化学科に転任され,62年停

年退官後,東京理科大学理学部応用化学科教授 と

なられ,現在 も研究教育に活躍しておられます。

先生の研究は,新しい有機合成の方法の開拓に

奈良坂 紘 ―

関するものであります。当時世界的に未開拓であっ

た有機合成手法の開拓研究の重要性にいち早 く着

目し,広範囲にわたる研究を展開し,我国の有機

合成化学を世界の トップレベルに引き上げたのみ

ならず,世界の有機合成化学のリーダーとして活

躍しておられます。先生は“The Most lntuitivё

Organic Chemist"と しばしば呼ばれますが, 直

感力に温れた独創性豊かなお仕事は国際的に高く

評価されております。

向山先生は,常に実験の中から研究のヒントを

拾わせるように心がけておられ,学生とのディス

カッションに,精力的に研究室内を駆け回ってい

る姿には,誰 もが感銘を受けてお ります。今 も

「若い者に,未だ負けるわけにはいかない。」 と

以前に劣らぬペースで研究に打ち込んでおられま

す。向山先生には,健康にご留意の上,こ れを機

に尚一層のご活躍をお祈 りし,我々後進のご指導

を更にお願い申し上げる次第でございます。

▲

▼

0)
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蝙物理学教室の研究・教育に関するレビュー 理

学部は長年大学院重点化に向けて努力を重ねて来

たが,そ の願いが一部かなって,去 る4月 から 7

専攻が講座化され理学系研究科に移 り,来年 4月

から残 りの専攻が同様に大学院講座に移る予定で

ある。

こういう大きな変革の時に理学部の研究・教育

の見直しをすることは極めて重要なことであると

思われる。大学審議会の答申にもある通 り,ま ず

自己評価を行う必要がある。東大では今月発刊の

東大白書において研究・教育に関する総合的な自

己評価を公表した。

さて,理学部では,企画委員会の審議を経て教

授会での議論・了承のもとで,学外者 (国内 。外

の著名な学者)に よるレビューを行うことになり,

もっとも大きな物理教室から始めることになった。

1993年 1月 11日 より14日 までこれを実施する。

物理教室の研究 。教育の現状を,レ ビュー委員

(外国から4人,国内 6人)が実地に視察する。

研究・教育の内容だけでなく,設備 。人員等総合

的にさまざまの角度から評価し,改善すべきこと

やすでに特色があり,今後さらに生かすべきとこ

ろ等を報告書にまとめて頂 く。物理教室としては

今後この厳しい評価を受けて研究・教育のさらな

る発展に向けて努力していきたい。

こういう外部の人による評価を大学で行うのは

日本では初めてのため,実施前にすでに大きな反

響があり,12月 3日 のネーチャや各新間で報道

されている。我々のレビューを皮切 りにして,他
の学科・学部や他大学でもレビューが行われ,よ

り良い大学へと発展していくことを望みたい。

尚,1月 14日 (木)に は,レ ビュー委員によ

る学術講演会が理学部 4号館 1220号室で朝 10時

から夕方まで行われる予定である。 (講演題目は

近 く掲示される。参加自由。)

鈴木増雄 (物理)

鰈第一原理的な電子状態理論による走査 トンネル

顕微鏡 の原理の解明 走査 トンネル顕微 鏡

(STM)は電子の トンネル効果を利用 して,表

面の原子尺度像を得ることを可能 とした画期的な

実験法であるがその微視的なメカニズムは明らか

ではなく,曲率半径が数百オングス トローム以上

もある探針によってなぜ原子像が得られるのかは

大きな謎になっていた。また,探針の原子レベル

構造が STM像 に大きな影響を及ぼすが,その詳

細はよく理解されていなかった。我々は試料表面

と探針の局所密度汎関数法による電子状態の計算

をもとにして,こ れからSTM像 と走査 トンネル

分光スペク トル (STS)を 非経験的に構成する

方法を開発した。これによって従来解釈出来なかっ

たSTM像の起源を説明し,ま た探針の効果を明

らかにすることが出来た。この計算法では,表面

はもとより,探針についても現実的な原子配列構

造をもとにした電子状態の非経験的数値計算を実

行することにより,STM像 。STSスペクトルの

詳細な記述を行うことができる。例えば,(111)

方位シリコン表面の √ × √ 周期構造の銀の

吸着表面で、STM像の正しい解釈からHCTハ
ニカムチェイントライマ模型を確立した。また,

頂点に唯一個の原子を残す探針ではトンネル電流

がこの一個の原子に集中して原子尺度の像が可能

となることを,は じめて明らかにした。 トンネル

電流は表面の原子構造に敏感で複数の原子から探

針頂点が構成される ときには,正常な表面の像は

えられない。走査 トンネル顕微鏡によって,微視

的な電子 トンネル過程と関連する様々な興味深い

現象,例えば局所的な負性微分l_t抗,微視的な領

域からの発光,単一電子 トンネル過程,吸着分子

が透明になる現象などが報告されているが, これ

らの現象についても理論的な解明が進んでいる。

塚田 捷 (物理)

理学部研究ニュース

●
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中三角関数の一般化 三角関数の一般化 としては

楕円関数がよく知られているが,最近,筆者は楕

円関数とは別の方向の拡張を構成した。これは,

三角関数の直接的な一般化であり,多重三角関数

と名付けられる。現在までの主な応用は次のとお

り。(1)リ ーマンのゼータ関数やディリクレの L

関数の整数における値のうち不明であったもの

(」0,■(5)な ど)が多重三角関数の対数として

表示される。9)階数1のセルバーグのゼータ関数

の関数等式に現れるガンマ因子を決定でき,多重

ガンマ関数の有限個の積になることがわかる。こ

れはプランシェル演1度の積分が多重三角関数を用

い求められることから従い,プランシェル測度の

新しい力日法的な公式も与えている。(鋤多重三角関

数の皇類似を用いてディリクレの類数公式の多

重 q類似などが得られる。

黒川信重 (数学)

翡太陽自転と太陽周期の |10年周期的変動の発見

太陽の自転は黒点が毎日その太陽面での位置を

かえることからガリレオにより発見されている。

黒点の位置の変化による太陽自転の研究は今も進

展しつつある分野である。自転など,太陽の表面

の速度場のベクトル場は測定するのがむずかしい。

ドップラー効果で速度場を測る方法は視線方向の

成分のみしか実用にはなっていない。従って,速
度場のベクトル場をドップラー効果で測定するた

めには,人工惑星を太陽の周回軌道に 3機以上打

ち上げない限り可能でない。このようなこともあっ

て、黒点のように太陽のプラズマに埋もれている

ものを標識 としてプラズマの運動を測定する方法

は,現在も重要な方法である。この方法により,

太陽の自転軸が地球の軌道面に対 して 7度 15分

傾いていることもわか り,赤道が極より短い自転

周期で速く回転していることもわかったのである。

この微分回転 とよばれている現象そのものが時間

とともに変化するかどうかという問題は,永い問,

太陽物理学の懸案であったが,こ の問いに答える

ことができるのは,黒点のデータによる方法のみ

である。数十年から数百年の間の記録が存在する

のは,黒点のデータのみだからである。今回,か
つての東京大学の東京天文台時代から始められ現

在の国立天文台に蓄積されている毎日の黒点群の

スケッチの 1943年 -1992年 のデータとロンドン

近郊のグリニッチ天文台,南アフリカのケープ天

文台,イ ンドのコダイカナル天文台の 1874年 一

1976年 のデータを解析 して,太陽の自転が 110

年の周期で変動していることがわかった。これは,

データの解析に,今までのように現象からの発想

のみではなく,理論からの発想をとりいれたため,

]露児僧Iを鼻黒ε夕i卜 1機奄6f:T彙 世, o)
磁場が励起され太陽周期も駆動される理論をつく

り研究しているが,こ の理論は太陽周期 と太陽の

微分回転が長期変動をし,しかも太陽周期と自転

の間には時間の遅れをともなった相関が存在する

べきことを予言していたのである。実際の解析に

際して, この考え方が念頭にあったために,理論

では当然調べるべき量である微分回転にともなう

角運動量を太陽表面全体で積分した量,M,を 定

義し,黒点データからもとめた自転の結果をもと

に計算 した Mの時間変化を図示すると,驚 くよ

うな見事さで,太陽周期 と自転の長期変動の時間

変化を表す曲線が,理論が予言していた 20年の

遅れ時間をもって一致したのである。このため過

京畠景霧           弐獣λ[li,f O'
ルは 110年であることもわかったのである。これ

は非線形ダイナモ理論で予言し,後に観測データ

で確認した太陽 11年周期の 55年周期変動の 2倍

の時間スケールの変動であり,非線形ダイナモ理

論にとっても,あ るいは,非線形振動の一般理論

にとっても,重要な情報をもたらしてくれるもの

と期待している。なお,国立天文台の黒点群の位

置の膨大なデータの新しい測定法および測定は,

本学大学院の留学生であったマスプル・ アイニ・

カンブリ君によって創案,開発,実行されたもの

である。本研究は,現在,イ ンドネシアの航空宇
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宙局のメンバーになっているカンブリ君 との共同

研究でもある。

吉村宏和 (天文)

錮微粒子の集積過程 太陽系の惑星は原始太陽系

星雲と呼ばれるガス中のチリ (微粒子)が集積し

て形成されたと考えられている。しかし,微粒子

の集積がどの様なメカニズムでどの程度のタイム

スケールで起きたかは良 くわかっていない。そこ

で我々の研究室では,レーザー光の散乱を利用し

た粒度分布測定装置を使用して,集積過程を研究

している。微粒子の集合体はフラクタル的な形状

になるのでその散乱光の分布は,コ ンピューター

シミュレーションで求めている。現在は予備実験

として,マ グネシウムリボンを空気中で加熱して

MgOの 微粒子を作 り,そ の集積成長過程をレー

ザー光の散舌Lパターンの変化からリアルタイムで

モニターする実験を行っている。

この様にして実験的に求めた微粒子の集積成長

速度を微粒子同士が衝突したときの付着確率をパ

ラメーターとした成長方程式を解いた集積成長速

度と比較することによって,付着確率を決定する

ことができる。実験室での状況 (例 えば粒子数密

度)と ,原始太陽系星雲中の状況はかなり違うけ

れども付着確率は,粒子数密度などに依存しない

と思えばこの付着確率を使って原始太陽系での微

粒子の付着成長過程が解かるはずである。

実際には,粒子のもつ電荷,粒子の鉱物組成,

等々のパラメーターにより付着確率が異なること

が予想され,今後はこの様なパラメーターを変え

た実験を行って惑星形成の初期段階の解明に役立

てたいと考えている。

杉浦直治 (地球惑星物理学)

け西部熱帯太平洋の季節変動― ミンダナオ・ ドー

ムー 西部熱帯太平洋は海表面温度の最も高い領

域 として,ま た複雑な表層海流系の存在する領域

として知られ,エル・ニーニョ/南方振動に伴う

大気海洋結合擾舌Lの発生に深 くかかわっていると

考えられている。しかし,こ の海域ではこれまで

定期的な観測があまり行われておらず,そ の季節・

経年変動機構については未だに不明な点が多い。

そこで,世界的にも高解像度の海洋大循環数値モ

デルを用いて,同海域における表層海洋,特にフィ

リピン東方海域に存在する冷水域 (ミ ンダナオ・

ドーム)の季節変動機構を明らかにした。

ミンダナオ・ ドームは,北半球の秋から冬にか

けて発達する。これは,冬季の強い北東季節風に

より励起される湧昇流が下層の冷水を汲み上げ,

強化された北赤道反流がこの冷水を東方へ運ぶた

めである。しかし,冬季の北東貿易風は同時に,

日付変更線付近に暖かい赤道ロスビー長波を励起

する。これが春になると冷水域へ進入してくるた

め, ドームは減衰する。すなわち, ミンダナオ 。

ドームの季節的な盛衰は,ア ジア 。モンスーンに

代表される冬季の季節風の影響を強 く受けている

ことが明らかとなった。このような季節変化の経

年的な違いが短期気候変動と密接に関連している

可台旨陛がある。同海域の経年変動機構を解明する

ための解析は,現在進行中である。

升本順夫 (地球惑星物理学)

蟷フラーレン超薄膜のエビタキシャル成長 サッ

カーボール形をした安定な炭素クラスターである

C60が発見され,更にその結晶にアルカリ金属を

ドープすると超伝導性を示すことが報告されて以

来,C60を始めとする球殻構造を有する炭素クラ

スター,フ ラーレンに大きな注目が集められてい

る。その特異な物性の解明,新物性発現の追求に

は,良質の単結晶薄膜の作成が望まれているが,

フラーレン結晶は,10Aと いう大きな格子定数

を有するので,格子整合条件を満たす基板結晶を

得るのがむずかしく,従来の手法では良好な成長

は望めなかった。しかしフラーレン結晶はファン

デアワールスカで結合した結晶であるので,大き

な格子不整合を有する層状物質問のエピタキシャ

ル成長に特に有効な手法として我々が開発した,

ファンデアワールス・エピタキシー法を用いれば
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その実現が可能であると期待される。最近我々は

この方法を駆使 して,層状物質である 2H―MoS2

及び GaSeの労開面上に,C60及 び C70の 良好な

エピタキシャル超薄膜 を成長させることに成功し

た。この成功により,よ り高温の超伝導転移温度

が期待されながら, ドーピングがむずかしいアク

セプタ不純物のドーピングを,不純物層とフラー

レン層との交互積層成長により可能とするなどの,

新しい発展が期待される。

小間 篤 (化学)

レ増殖細胞は,周期的にDNA複製と細胞分裂を繰

り返す 近年,細胞分裂に至るいくつかのステッ

プ (染色体の凝集,核膜の崩壊,分裂装置の形成

など)の制御に、タンパク質 リン酸化酵素および

脱 リン酸化酵素が関与していることが明らかにさ

れてきた。一方,DNA複 製の制御に関しても,

タンパク質のリン酸化,脱 リン酸化が重要な役割

を演じるということを示唆するデータが提出され

ているが,制御機構の詳細は不明である。

アフリカツメガエル初期胚は,高いDNA複製

能を持ち,短時間のうちに多くの細胞に分裂する。

また,ツ メガエル卵を遠心機にかけて押しつぶす

ことによって得た抽出液は, もはや細胞 としての

形態を全 く保っていないにもかかわらず,無傷の

卵細胞 と同じように周期的にDNAの複製を繰 り

返すことができる。筆者 らは,DNA複 製に関わ

る諸因子をツメガエル卵から精製し,細胞周期に

伴う活性変動について調べている。さらに,卵抽

出液中にDNA複製の開始に関わる新しい因子を

見いだし,現在この因子の精製を行っている。卵

抽出液の系を用いて,こ れら諸因子の細胞周期に

伴 う活性制御の機構 を調べ ることによって,

DNA複製の制御機構が解き明かされることが期

待される。

室伏 損 (生物化学)

けパラクライン型の成長因子とその受容体の多様

性と多細胞動物界におけ普遍性 多細胞生物が成

立する過程 (発生,分化)や生物体の維持には多

種類のホルモンや成長因子が必須である。そのう

ち,分泌する細胞 と標的となる細胞 とが近傍に存

在するタイプ (パ ラクライン型)の一つである繊

維芽細胞成長因子 (FGF)は ,中胚葉 と外胚葉

由来の細胞に,細胞膜に存在するチロシンキナー

ゼ受容体 (FGF受 容体)を介 して作用す る。

FGFと FGF受容体には分子多様性がある,すな

わち, ともに複数の類似 した分子 (少なくとも7

種の FGFと 4種の FGF受容体)があ り,生体

内で複雑にクロス トークしながら機能している。

このことは,哺亭L類 に限らず,脊椎動物全体に当

てはまるらしいことが,両生類 (ア フリカツメガ

エル)や魚類 (メ ダカ)の FGF受容体の遺伝子

を調べてみた結果からわかった。更に,進化的に

は大きく離れた節足動物であるショウジョウバエ

の遺伝子を解析 した結果から,FGF受容体は多

細胞動物界に広 く分布しており,同 じような発生

分化過程での機能を持つことが明らかになりつつ

ある (し かし、ショウジョウバェの遺伝子はもう

少し単純で,2種の FGF受容体が存在するだけ

である)。 非常に複雑な細胞間コミュニケーショ

ンを伴って繰 り広げられる発生分化過程が,その

キーを握る分子の動態とともに少しずつ理解され

ようとしている。

榎森康文,11月 (生物化学)

劣高エネルギーリン酸結合を運 .ζミ分子シャペロン

アブラムシ (ア リマキ)の共生バクテリアは細

胞内にあるとき,一種のス トレス・タンパク質で

あるシンビオニンを選択的に合成している。シン

ビオニンはシャペロニンと呼ばれる分子シャペロ

ンの一員で,共存する他のポリペプチドに正しい

高次構造をとらせる機能をもっている。最近,シ
ンビオニンは他のタンパク質の存在しない条件で

ATPか らガンマ位のリン酸基を受けとり,自 ら

をリン酸化する活性をもつことが明らかになった。

また, このようにして得られたリン酸化シンビオ

ニンをADPと 反応させるとATPの再生がみら

0)

Ol
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れた。 さ らに, シンビオニ ンをATPお よび

GDPと インキュベー トするとGTPが生成する

こともわかった。これらの実験結果は,細胞内の

シンビオニンがキナーゼおよびリン酸基転移酵素

として働 くばかりでなく,それらの反応において

自らが高エネルギーリン酸結合を運ぶ,安定な中

間体 として機能することを示唆している。興味深

いことに,シ ンビオニンとアミノ酸配列で 85%
以上の同一性をもつにもかかわらず,大腸菌のシャ

ペロニンであるGroELタ ンパク質にはこのよう

な活性はみられない。ちなみに, リン酸化される

とシンビオニンのシャペロニン活性は数倍に上が

ることもわかっている。細胞内共生における分子

間相互作用を解明する上でも,シ ャペロニン作用

の分子機構をさらに理解する上でも,シンビオニ

ンのリン酸化・脱 リン酸化機構の研究はブレーク

スルーとなるであろう。

森岡瑞枝,石川 統 (動物 )

晰真核生物のゲノム中には数塩基の配列が直列に

反復 している単純反復配列が存在する 最近の研

究により, これら単純反復配列の繰 り返し回数に

個人差が見られることが明らかにされた。また多

数の対立遺伝子が存在することによって,従来の

多型性蛋自はもちろん,近年非常に多 く報告され

てきた制限酵素切断部位の有無 による多型性

DNA領域に比べても非常に高いヘテロ接合度を

示す。従って, これらを遺伝標識にもちいること

により詳細なヒトゲノム地図 (連鎖地図)を作成

することが可能なばかりでなく、個人識別や集団

の類縁関係などの解析において従来の遺伝標識に

比べて非常に密度の濃い情報量が得られるように

なった。更に驚 くべきことに,あ る単純反復配列

では日本人 とコーカソイド集団は全 く異なる対立

遺伝子から構成されていた。今後,こ の遺伝標識

は集団内ならびに集団間の構造の解明に非常に有

力な手段として活躍するであろう。

黒崎久仁彦,渡辺裕二,太田博樹,植田信太郎

(人類)

靡顔面形状入力 本研究は,人間の顔面の 3次元

的形状を解析することにより,人物の同定や表情

の解析を行って,人間とコンピュータとの表情レ

ベルでの直接コミュニケーションを実現するもの

である。このようなシステムの重要な要素技術の

一つは,顔面形状の入力手段である。顔面は,眼 ,

鼻など以外の部分は,濃淡や色彩などの特徴が少

ないために,従来の手法では特徴同定が困難であつ

た。我々は,3次元起伏形状情報の時間変化の入

力を可能にしたライティングスィッチフォトメト

リー法という方法を考案した。この方法は,異な

る方向から複数の光源を高速に切替えながら顔面

に照射し,そ の反射光をビデオカメラで撮影する。

さらに得られた画像情報を元に,反射率関数を解

き時間的補正を加え各点の法線を求め, これを積

分することにより,3次元形状を復元する。この

手法により,頼や額に現れるしわなどの 3次元形

状情報の入力が可能になり,人間の微妙な表情の

認識が可能になる。この成果は,ス イスのジュネー

ブで開かれた国際会議「Computer Anima■ on

'92」 (平成 4年 5月 20日 から22日 )で発表され

た。

國井利泰,佐治 斉,日 置尋久,品川嘉久,吉田

研秀,11月 (情報科学)

錮LEP実 験最新の話題 欧州原子核研究機構

(CERN,ジ ュネーブ)の大型電子・陽電子衝突

装置 (LEP)は 運転開始以来 4年 目になるが,

ますますその′
性能をあげてきている。LEPに は,

素粒子物理国際センターが参加している国際協同

実験 OPALの他,計 4つ の実験があり,昨年ま

でに合わせて約 200万例のZO粒子生成を記録 し

たが,今年はこれに約 300万例を加えた。今まで

に,“ 素粒子の世代数を3と 決定",“素粒子の標

準理論の詳細検証"な ど多 くの成果が得られてい

るが, この膨大なデータをもとに,未発見の トッ

プクォークの質量の算定 (110～160GeV),質 量

の起源に係わるヒッグス粒子の質量の下限の決定

(60GeV以 上)な どがなされた。 この他,タ ウ
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粒子の崩壊にまつわる“謎"―標準理論から期待   物ならば,今までの理論ではまったく説明のつか

されるタウ粒子の質量と寿命とレプトンヘの崩壊   ない非常に奇妙な新粒子という事になるが,ま だ

分岐比との関係式が破れている一についても,   統計が少ない為確定的でない。来年は更にLEP
LEPでの寿命とレプトンヘの分岐比の新測定と、   の性能が上がり,統計も今までの2倍以上集めら

北京のBEPCでのタウ粒子質量の高精度測定と   れると期待されているので,こ の“奇妙な新粒子"

を合わせると,こ の食い違いは次第に薄まってき   が実在するか,あ るいは統計のいたずらであった
たようである。ごく最近のLEPの話題としては,   か判明するであろう。LEPは今から2年後には,

ZO粒子が 2つ のレプトンと2つの光子に崩壊す   ビームェネルギーを2倍以上に高め,W粒 子対
る事象の2つ の光子の不変質量分布で,60GeV   発生,新粒子探索などの研究を行う予定である。
にピークが見られるとの報告があった。これが本   小林富雄,11月 (素粒子物理国際センター)

《学部消息》

教 授 会 メ モ

10月 21日 (水)定例教授会            o)人 事委員会報告

理学部 4号館 (1320号室 ) に)企画委員会報告

議 題 に)理学院計画委員会報告

(1)人事異動報告                   

“

)その他

121 奨学寄附金の受入れについて

に)教務委員会報告                  12月 16日 (水)定例教授会

に)教養学部連絡委員会報告               理学部 4号館 (1320号室 )

15)企画委員会報告                  議 題

“

)理学院計画委員会報告               に)人事異動報告

(71 企画委員会委員の選出について           (2)物 品寄附の受入れについて

侶)その他                      に)教務委員会報告

(4)東京大学理学部規則「別表Jの一部改正につい

日月 18日 (水)定例教授会              て

理学部 4号館 (1320号室)            (→  メ、事委員会報告

議 題 16)企画委員会報告

(D 人事異動報告                   17)理 学院計画委員会報告

俄)物品寄附の受入れについて 侶)その他

|》
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博士 (理学)学位授与者

平成 4年 9月 21日 (月 )付学位授与者 (7名 )

専  攻   氏    名 論 文 題 目

論 文 博 士  村 尾 裕 一  計算機代数における効率的アルゴリズムの開発―数式処理と代数のはざまから一

論 文 博 士  太 田 善 浩  副腎皮質ミトコンドリアにおけるチトクロム P-450の 分子運動の研究

論 文 博 士  座 主 繁 男  カルボナード・ダイヤモンド中の希ガスー特に脱ガスメカニズムについて一    |
論 文 博 士  豊 田 真 司  分子内有機ホウ素錯体における配位結合解離過程の動的 NMR法による研究

論 文 博 士  長谷部 光 泰  葉緑体 DNAを用いた陸上植物の系統推定

論 文 博 士  福 田 功一郎  ビーライトの多形転移により生成した結晶内微細組織

植 物 学  増 田 理 子  キツリフネにおける花の二型性の進化生態学的研究

平成 4年 9月 30日 (月 )付学位授与者 (7名 )

専 攻  氏  名    論 文 題 目

物 理 学  活   興 旺  γ―不安定原子核における SO G)的構造

地球物理学  躙 癬質〕習  日本及びその周辺における電磁気応答関数におよぼす三次元的な海の効果

化   学  朴   基 民  テ トラシアノ金属酸イオンが関与する新 3次元錯体ホス ト構造― トンネル,竃

状,層状包接空間)

生 物 化 学  安   恵 淑  ショウジョウバエ アクチン突然変異の単離 とそれらの解析による構造機能相

関の推定

生 物 化 学  金   戴 一  NMRに よる免疫グロブリンの抗原認識機構の解析

動 物 学  灌   五 念  アブラムシリボソーム RNA遺伝子およびその結合タンパク質に関する分子生

物学的研究

植 物 学  林   蘇 娼  イタチシダ複合体の分類学的研究

平成 4年 10月 26日 (月 )付学位授与者 (8名 )

専 攻  氏  名    論 文 題 目

課 程 博 士  味 園 真 司  原子核―原子核衝突に於ける核子分子軌道間の非断熱電遷移

論 文 博 士  柿 原 利 治  水塊変動研究への音響マイクロトモグラフィ技術の応用

論 文 博 士  奥 西 みさき  電子励起水銀原子―(希ガス原子)n(n=1.2)ク ラスターの構造とダイナミックス

論 文 博 士  野 口   徹  高分子系の臨界共溶現象の研究

課 程 博 士  李   相 吉  Si(111)表 面における金属吸着表面構造とエピタクシャル成長に及ぼす水素原

子の影響

論 文 博 士  島 田 誠 一  GPS干 渉計の固定観測網による関東 。東海地域における地殻変動の研究

論 文 博 士  鈴 木 正 幸  数式処理の研究

課 程 博 士  鈴 木 康 弘  東北日本内帯盆地群の活構造と地形発達

O

|)
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平成 4年 同月 30日 (月 )付学位授与者 (l名 )

専 攻  氏  名    論 文 題 目

論 文 博 士  長 嶋 泰 之  気体ヘリウム中におけるポジトロニウムの熱化

外国人客員研究員報告

所 属  受入れ教官  国 籍  氏   名     現     職   研究員期間   備 考

情報科学科 國 井 教 授 中華民国
着
httCheT鄭

 各単ると島豪査霞辱督)軍 :11:!3:～

情報科学科 米 澤 教 授
兵子r畠 留譲ば

ean~  CNRS徊 立科学研究 平 4.10.21～
センター)助教授相当職 平 5.9.30

物 理 学 科 猪 木 教 授 日  本 須 浦   寛  粂ヽξ
大学教授

   軍 ::::12～

物理学科 矢崎 教授 業兵義薔 露龍
Dieter   ラ火z券兵挙群晃貫

ル
 軍::l::31～

物理学科‐大塚助教授巣兵給醤Gelberg Adrian 傷鐘単杏冥屏裏鋒   軍:il::::～

海 外 渡 航 者

(6ヶ月以上 )

所 属 官 職 氏  名  渡 航 先 期 間   目    的

地 理  助 手  岡 野 憲 太  南  極  ::1::::～   南極地域観測のため

素粒子  助教授  駒 宮 幸 男  うメン資  ::1):2:～  強し黙目互作用の量子色力学の検証データ解析及

び国際協同実験電子・陽電子衝突実験のため

●  
素粒子  助 手  森   俊 則  うノン資  ::18:1,～  データ処理とハドロンを含む過程の解析及び国

際協同実験電子・陽電子衝突実験のため

素粒子  助 手  森 井 政 宏  うメン資  :::::蟹
～  国際協同実験電子。ル開薫暉秩実験のため

素粒子  助 手  真 下 哲 郎  うメン資  ::1::1,～  デ

「

夕解析用大型計算機硼 とオンラインプ

ログラムの開発及び国際協同実験電子・陽電子

時 のため
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去る10月 24日 (土)12時から,赤門脇の学士会分

館において,理学部恒例行事になっている名誉教

授との懇談会が有馬総長ご出席のもとに開催され

た。懇談会は,37名の名誉教授の先生がご出席に

なり,学部からは,久城学部長,鈴木評議員等の

関係者が出席した。懇談会は大六事務長の開会に

始まり,久城学部長から―挨拶と近況報告があり,

ついで記念撮影を行い,有馬総長の挨拶のあと,

最長老の福原満州雄先生のご発声による乾杯で懇

談に入った。

懇談は,各先生方のご活躍の様子や,ユーモラ

スな思い出話,近況報告などがあり,終始なごや

かな雰囲気に包まれた。

また,植物学教室黒岩常祥教授による「母性遺

伝」と題する講演が0.H.P,ス ライドを使って

行われ,名誉教授の先生から活発な質疑応答等が

あった。

最後に久城学部長の挨拶があって盛会のもとに

終了した。

名誉教授との懇談会

東京大学理学部名誉教授懇談会

平成 4,1024 於 :学生会分館

0

東京大学理学部名誉教授懇談会  平成 4.10.24於 :学士会分館
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編 集 後 記

澤学部で鸞大学院理学鱚 スタートを目前にして,慌ただし
′
く忙しい1

年間でした。引き続き1号館の建て替え,申央化等ますます忙しく―なると思われ‐

ます。理学部広報も大変遅れましたが,こ こにお扁けする.運がとなりました0撃
学部広報では今後これらの動能 お伝えできるよう努力する所存ですので,皆様

のご協力をお願L・・ルヽたしま―す
`

緞本・欄

訂正お諸びについて

理学議藤欄笏押晩平成41年 +6月 15日発行‐移彙魏号)3べ‐ジ(表紙
―の謝鴫

に誤りが撼りま.したので,‐ 下記のとおり訂正し,お制 し■l■.ます。

課 `

/J嚇 (

エ

小林 (俊)仕様策定委員長
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